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占冠村では地方創生に取り組むため、総合戦略検討委員会を設置し、平成２７年度から平成３１年度までの「占冠村

まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。その概要をお知らせします。

なお、人口ビジョン及び総合戦略本編は、占冠村コミュニ

ティプラザ図書室、トマムコミュニティセンター図書室にて

閲覧できます。また、村ホームページにも掲載していますの

で、ご覧ください。

＜人口ビジョン＞

国は２０４０年の村の人口が８９４人まで減少すると発表しま

した。

村の人口減少を抑制していくためには、出生数の増加や

転入者増（または転出抑制）を図っていく必要があります。

村では各種施策や対策等を通じて、２０４０年の村の人口を

国が示した人口推計より１６１人多い、１,０５５人を村の人口目

標として定め「占冠村人口ビジョン」を策定しました。

＜総合戦略＞

人口ビジョンの目標を達成するため、平成３１年度までに取り組む方向・施策として「占冠村総合戦略」を策定し

ました。占冠村総合計画の重点課題にも位置づけている、森林資源活用・新エネルギー分野への取り組みをさらに

強化することで、「しごと」と「ひと」の創出を図ります。また、自然を体感し、国際理解を得る事ができる教育を

実施し、子育て世代の移住を促進することで人口減少・少子高齢化社会への対策を図ります。

占冠村において、まち・ひと・しごと創生を推進するため、以下4つの基本目標に対する取り組みを実施します。

占冠村まち・ひと・しごと創生総合戦略
が策定されました

１．地方における安定した雇用を創出する

数値目標：地域での就業者数を延べ１０人増（平成３２年）

とする

(1)森林を活用した企業・人材の育成

＜重要業績評価指標＞

・木質バイオマスエネルギーの拡充による新規雇用者数

を５年間 で５人

(2)食や観光など地域資源を活かしたビジネスモデル

の確立＜重要業績評価指標＞

・地域資源を活用した新規雇用者数を５年間で２人

(3)人材の確保・育成

＜重要業績評価指標＞

・新規就農者支援を利用した人を５年間で延べ３人

・地域おこし協力隊を５年間で延べ１０人

２．地方への新しいひとの流れをつくる

数値目標：占冠村移住ワンストップ窓口を利用

用した転入者数を５年間で２０名以

上とする

(1)交流人口の拡大

＜重要業績評価指標＞

・「ちょっと暮らし」利用者数を５年間で１００組

・都市との連携事業の実施を５年間で５回

(2)Ｕ・Ｉターン等の促進

＜重要業績評価指標＞

・ふるさと納税額を５年間で１億円

・平成３１年度の空き家バンク延べ登録件数を５件

・地域での転入者数を５年で２０名以上

３．若い世代の結婚・出産・子育て

数値目標：占冠村での結婚・出産・子育て満足度の

向上 平成３１年度時点で10ポイント上昇

(1)子どもを産み育てたいという希望をかなえる

＜重要業績評価指標＞

・放課後子供教室を２ヶ所設置（平成２９年度）

(2)住みたい・住み続けたいと思える生活環境を整える

＜重要業績評価指標＞

・グローカルコミュニケーション事業※の実施を年間

で６回

※持続可能な地域づくりへ向けた国際交流の促進

４．時代に合った地域づくり

数値目標：地域愛を持つ中学生の割合を２０ポ

イント上昇（平成３１年度）

(1)むらの特徴を生かした生涯学習の推進

＜重要業績評価指標＞

・自主創造プログラムの活用実績を５年で６０件

(2)集落対策と協働のむらづくり

＜重要業績評価指標＞

・住民活動推進事業の活用実績を５年で１０件
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■問い合わせ

占冠村地域振興対策室

電話 ５６－２１２４
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狂犬病予防注射を実施します
狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬は年１回必ず狂犬

病予防注射を受けなければなりません。

所有者は実施日において予防接種を受けてください。

●実施日及び集合注射の場所

●対象となる犬 生後９１日以上の犬

●手数料 ３,１１０円/頭（登録済の犬）

※手数料には注射済票交付手数料を含みます。

※新たに犬の登録を行おうとする場合は、予防注射手数

料に加え登録手数料３,０００円×頭数が必要です。

※以下に該当する場合は、必ず役場まで事前にご連絡ください。

（１）登録した犬が既に死亡している場合、第三者に譲渡さ

れている場合など（役場への届出が必要です）

（２）戸別訪問の対象地区にお住まいの方で、登録されてい

ない犬の注射を希望する方（この場合は、同時に犬の登

録をさせていただきます）

（３）戸別訪問の対象地区以外（宮下、本通、千歳、占冠市

街、上トマム）にお住まいの方で、やむを得ない事情に

より訪問注射を希望される方

犬を取得した場合は、狂犬病予防法の

規定により取得した日から３０日以内に

管轄の市町村に対し犬の登録をしなけ

ればなりません。

犬を所有しているにもかかわらず登

録をしない場合や、予防注射を受けさせ

ない場合などは、法による罰則規定が適

用される場合があります。

「犬を新たに取得した」「犬を所有して

いるが登録手続きをしていない」という

方は、事前に役場にお越しいただくか、

当日集合注射の場所にお越しいただき、

必ず登録を済ませてください。

＜ご連絡・お問い合わせ＞

産業建設課環境衛生担当
電話 ５６‐２１７３

登録のお済みでない犬を

所有されている方へ
９：２０～９：３５ 旧占冠住民センター５月１２日(木)

１０：００～１０：３０ トマムコミュニティセンター前

１３：００～１３：１５ 旧家畜診療所前

１３：２０～１３：５０ 総合センター前

５月１３日(金)
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村では、鵡川水系の河川環境を守る
ため水質調査を行い、河川の状況把握
に努めています。

平成２７年度の調査結果をお知らせい
たします。
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平成２７年度

鵡川水系水質調査結果

平成２７年度ＢＯＤ調査結果
mg/L

基準値青巌峡下流カリフリ川

１＜０.５＜０.５平成２７年１２月

１＜０.５＜０.５平成２８年３月

※いずれも０.５以下で基準値１を下回っています。
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